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「横断歩道は歩行者優先」
三重県ではドライバーの大半の方が守られていません。

三重県警察が、令和元年１２月中に、県内３６か所の小・中学校の通学路にある横断歩

道において通行車両の一時停止状況を調査した結果、各地点の停止率の平均値は、

２０．７％でした。

～ 横断歩道の停止状況調査概要 ～
○ 調査方法

調査員が横断歩道を５０回横断する（右方から左方に進行する車両が５０回停止）

まで実施し、その間の車両総数から一時停止率を算出する。

○ 調査結果

＜一時停止状況＞
調査した横断歩道数 ・・・・・・・・ ３６か所

１０％未満 ８か所 停止率が最も高かった横断歩道 ・・ ４９．０％

１０～２０％ １６か所 停止率が最も低かった横断歩道 ・・ ５．５％

２０～３０％ ３か所 各地点における停止率の平均値 ・・ ２０．７％

３０～４０％ ２か所

４０％以上 ７か所

ドライバーは、横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合は、必ず横断歩道の手前で

一時停止し、歩行者を優先させなければなりません。

これに違反した場合は、道路交通法違反で検挙される場合があります。

○ 違反点数 ２点

○ 反則金 大型車 １万２，０００円

普通車 ９，０００円

二 輪 ７，０００円

原 付 ６，０００円

横断歩道で歩行者を優先させることは、道路交通法に定めらた「交通ルール」です。

横断歩道を渡ろうとする歩行者がいる場合は、必ず横断歩道手前で一時停止をして、

歩行者を優先させてください。
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三重県警察では、横断歩道対策強化日として、令和元年６月から、毎月１１日を

「横断歩道“ＳＯＳ”の日」
さわやかな おうだん スマイル

に設定し、横断歩道における「交通指導取締り」、「街頭活動」を強力に推進します。

皆さん、交通ルールを守ってください。


